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これからは、根面 のリスクを
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露出した根面などをヶア
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コーティング成分PCA
(ピロリドンカルポン酸)

知覚過敏抑制成分硝酸ｶﾘｳﾑ 配合

薬用成分
NaF ｺ 450 「

ｼ ェ゙ル状 ハミガキ
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象牙質にもやさしいシェルタイプ

- 一 一

クリアブルーのシェル

高齢者にも見やすい

低発泡、低香味

丁寧なブラッシングができ、少量洗口が可能



･トータルでケアする

う蝕予防

脱灰を抑制し、再石灰化を促進することで、う蝕リスクを低減します。 イメ ージ 図

フツ化物高濃度配合(NaF 11450ppmF) 、エナメル質と象牙質のう蝕を予防します。

独自のフツ素高滞留処方

● 塩 化 カ ル シ ウ ム 吊 函 ‾|

● 無 水 ピ ロ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム[ 湎 面 前]

■ 根 面 象 牙 質 へ の フ ツ 素 滞 留 性

1.2　　 ライオン(株)研究所による牛歯根象牙質切片を用いたフツ素滞留量の定量実験N:4
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カチ オン化 セル ロ ース

( ﾏ ｲ ﾅ遐 オッ）（FF ）脳 ‰ 祕

旧製品 現行製品

新成分配合により、

フツ素滞留性が大幅に向上します。

ＰＣＡ 匡 元珂
(ピロリドンカルボン酸)

PCA が露出した象牙質表面のコラーゲンをコーティング。

さらに、フツ素を長く留めます。

イメージ図

プラ ス電 荷 を も つ カ チ オン 化 セ ル ロ ー スが､ マイ ナ スの

フツ素イオンを静電作用により

歯面に引きつけます。

コラーゲン

◇ ミネラル

ＰＣＡ が コ ラ ー ゲ ン を
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紺 瓏

隍

湍 尸

囲 恥

艸

…
…

（
象 牙 質 断 面 ）　　　　　　･a･- ･¶･=.･　　　

イメ ージ 図



が重要です。

和らげ ます。

!:?Ｅ 嵶

知覚過敏症状の抑制

乙 。

イメ ージ 図

知覚過敏を発症すると、ブラッシングがおろそ

かになり、う蝕や歯周病のリスクも高まります。

“しみる”症状を防いで、丁寧なブラッシングを

サポートします。
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→ 一 硝 酸 カリウム 配 合 歯 磨 剤

一 ■一 硝 酸 カリウム 未 配 合 歯 磨 剤

方 法:歯磨剤使用前後に､知覚過敏部位に電気的刺 激を与え､痛 みを感じる電圧を 測定

･被験歯　 知 覚過敏症者7 名13 歯

･使用機器 電気 歯髄診断器

･刺激閾値 刺激を感じる下限電 圧

歯肉炎予防

高
５
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低濃度← 抗菌剤濃度 → 高濃度

ライオン(株)研究所にて、CPC が低濃度から

高い殺菌力を発揮することを確認しました。

→ 一 塩化セチルピリジニウム(CPC)

→ － トリク囗サン(TC)

- ●－ グルコン酸クロルヘキシジン(CHX)

- ●一一 ポピドンヨード(PI)
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